
レイヤ 2 インターフェイスの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• イーサネットインターフェイスの概要, 1 ページ

• イーサネットインターフェイスの設定, 9 ページ

• インターフェイス情報の表示, 31 ページ

• 物理イーサネットのデフォルト設定 , 33 ページ

イーサネットインターフェイスの概要
イーサネットポートは、サーバまたは LANに接続される標準のイーサネットインターフェイス
として機能します。

イーサネットインターフェイスでは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）もサポートされます。
FCoEにより、イーサネットトラフィックとファイバチャネルトラフィックの両方を物理イーサ
ネットリンクで伝送できるようになります。

イーサネットインターフェイスはデフォルトでイネーブルです。

interface コマンドについて
interfaceコマンドを使用すれば、イーサネットインターフェイスのさまざまな機能をインター
フェイスごとにイネーブルにできます。 interfaceコマンドを入力する際には、次の情報を指定し
ます。

•インターフェイスタイプ：物理イーサネットインターフェイスには、常にキーワードethernet
を使用します。

•スロット番号

◦スロット 1にはすべての固定ポートが含まれます。

◦スロット 2には上位拡張モジュールのポートが含まれます（実装されている場合）。
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◦スロット 3には下位拡張モジュールのポートが含まれます（実装されている場合）。

◦スロット 4には下位拡張モジュールのポートが含まれます（実装されている場合）。

•ポート番号：グループ内のポート番号。

CiscoNexusファブリックエクステンダとの使用をサポートするために、インターフェイスのナン
バリング規則は、次のように拡張されています。

switch(config)# interface ethernet [chassis/]slot/port

•シャーシ IDは、接続されているファブリックエクステンダのポートをアドレス指定するた
めの任意のエントリです。インターフェイス経由で検出されたファブリックエクステンダ

を識別するために、シャーシ IDはスイッチ上の物理イーサネットまたは EtherChannelイン
ターフェイスに設定されます。シャーシ IDの範囲は、100～ 199です。

ユニファイドポートの概要

Cisco Nexusユニファイドポートでは、Cisco Nexus 5500プラットフォームスイッチの物理ポート
を 1/10ギガビットイーサネット、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）、または 1、2、4、8ギガ
ビットネイティブファイバチャネルポートとして設定することができます。

現在、ほとんどのネットワークには次の 2つのタイプのスイッチが異なるタイプのネットワーク
用に使用されています。たとえば、LANスイッチは、Catalystスイッチまでのイーサネットトラ
フィックを伝送し、SANスイッチはサーバからMDSスイッチにFCトラフィックを伝送します。
ユニファイドポートテクノロジーを使用すれば、ユニファイドプラットフォーム、ユニファイ

ドデバイス、ユニファイドワイヤアプローチを展開できます。ユニファイドポートを使用する

と、LANおよび SANポートオプションから選択する既存の分離されたプラットフォームアプ
ローチから、トランスペアレントで、既存の方法と管理ソフトウェアと整合性のある単一のユニ

ファイドファブリックに遷移できます。ユニファイドファブリックには、次が含まれます。

•ユニファイドプラットフォーム：同じハードウェアプラットフォームと同じソフトウェア
コードレベルを使用し、ユーザの LANおよび SAN環境に対して 1度認証します。

•ユニファイドデバイス：同じプラットフォームスイッチで LANおよび SANサービスを実
行します。ユニファイドデバイスを使用すると、同じデバイスにイーサネットケーブルと

ファイバチャネルケーブルを接続できます。

•ユニファイドワイヤ：単一の統合型ネットワークアダプタ（CNA）上に LANおよび SAN
ネットワークを収束し、サーバに接続します。

ユニファイドファブリックを使用すると、既存のシスコツールによってイーサネットおよびFCoE
機能を個別に管理できます。

ユニファイドポートに関する注意事項および制約事項

•イーサネットポートとファイバチャネルポートは、次の順序で設定する必要があります。
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ファイバチャネルポートはモジュールの最後のポートから設定する必要があります。•

•イーサネットポートはモジュールの最初のポートから設定する必要があります。

順序に従わない場合、次のエラーが表示されます。

ERROR: Ethernet range starts from first port of the module
ERROR: FC range should end on last port of the module

• Cisco Nexus 5548UPスイッチでは、メインスロット（slot1）の 32個のポートがユニファイド
ポートです。イーサネットポートは、ポート1/1から開始し、ポート1/32に進みます。ファ
イバチャネルポートは、逆にポート 1/32から開始し、ポート 1/1に進みます。

• CiscoNexus 5596Tスイッチの場合、最後の 16個のポート（ポート 33～ 48）はファイバチャ
ネルであり、ユニファイドポートとして設定できます。最初の 32個のポート（1～ 32）は
10GBase-Tイーサネットポートのみであり、ユニファイドポートとしては設定できません。

単一方向リンク検出パラメータについて

シスコ独自のUnidirectionalLinkDetection（UDLD;単一方向リンク検出）プロトコルでは、光ファ
イバまたは銅線（たとえば、カテゴリ 5のケーブル）のイーサネットケーブルで接続されている
ポートでケーブルの物理的な構成をモニタリングし、単一方向リンクの存在を検出できます。ス

イッチが単方向リンクを検出すると、UDLDは関連するLANポートをシャットダウンし、ユーザ
に警告します。単一方向リンクは、スパニングツリートポロジループをはじめ、さまざまな問

題を引き起こす可能性があります。

UDLDは、レイヤ 1プロトコルと協調してリンクの物理ステータスを検出するレイヤ 2プロトコ
ルです。レイヤ 1では、物理的シグナリングおよび障害検出は、自動ネゴシエーションによって
処理されます。 UDLDは、ネイバーの IDの検知、誤って接続された LANポートのシャットダウ
ンなど、自動ネゴシエーションでは実行不可能な処理を実行します。自動ネゴシエーションと

UDLDの両方をイネーブルにすると、レイヤ 1とレイヤ 2の検出が協調して動作して、物理的な
単一方向接続と論理的な単一方向接続を防止し、その他のプロトコルの異常動作を防止できます。

リンク上でローカルデバイスが送信したトラフィックはネイバーで受信されるが、ネイバーから

送信されたトラフィックはローカルデバイスで受信されない場合に、単一方向リンクが発生しま

す。対になっているファイバケーブルのいずれかの接続が切断された場合、自動ネゴシエーショ

ンがアクティブである限り、そのリンクは存続できません。この場合、論理リンクは不定であ

り、UDLDは何の処理も行いません。レイヤ 1で両方の光ファイバが正常に動作している場合
は、レイヤ 2で UDLDが、これらの光ファイルが正しく接続されているかどうか、および正しい
ネイバー間でトラフィックが双方向に流れているかを調べます。自動ネゴシエーションはレイヤ

1で動作するため、このチェックは、自動ネゴシエーションでは実行できません。

Cisco Nexusデバイスは、UDLDがイネーブルになっている LANポート上のネイバーデバイスに
定期的に UDLDフレームを送信します。一定の時間内にフレームがエコーバックされてきて、
特定の確認応答（echo）が見つからなければ、そのリンクは単一方向のフラグが立てられ、その
LANポートはシャットダウンされます。プロトコルが単一方向リンクを正しく識別してディセー
ブルにするには、リンクの両端のデバイスで UDLDをサポートする必要があります。
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UDLDは、銅線の LANポート上では、このタイプのメディアでの不要な制御トラフィックの
送信を避けるために、ローカルでデフォルトでディセーブルになっています。

（注）

次の図は、単一方向リンク状態の例を示します。デバイスBはこのポートでデバイスAからのト
ラフィックを正常に受信していますが、デバイスAは同じポート上でデバイスBからのトラフィッ
クを受信していません。 UDLDによって問題が検出され、ポートがディセーブルにされます。

図 1：単方向リンク

UDLD のデフォルト設定
次の表に、UDLDのデフォルト設定を示します。

表 1： UDLD のデフォルト設定

デフォルト値機能

グローバルにディセーブルUDLDグローバルイネーブルステート

ディセーブルUDLDアグレッシブモード

すべてのイーサネット光ファイバ LANポート
でイネーブル

ポート別のUDLDイネーブルステート（光ファ
イバメディア用）

すべてのイーサネット 10/100および
1000BASE-TX LANポートでディセーブル

ポート別の UDLDイネーブルステート（ツイ
ストペア（銅製）メディア用）

UDLD アグレッシブモードと非アグレッシブモード
UDLDアグレッシブモードはデフォルトではディセーブルに設定されています。UDLDアグレッ
シブモードは、UDLDアグレッシブモードをサポートするネットワークデバイスの間のポイン
トツーポイントのリンク上に限って設定できます。 UDLDアグレッシブモードがイネーブルに
なっている場合、UDLDネイバー関係が確立されている双方向リンク上のポートがUDLDフレー
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ムを受信しなくなったとき、UDLDはネイバーとの接続の再確立を試行します。この試行に 8回
失敗すると、ポートはディセーブルになります。

スパニングツリーループを防止するために、デフォルトの 15秒間隔を使用する非アグレッシブ
なUDLDにより、（デフォルトのスパニングツリーパラメータを使用している場合）ブロッキン
グポートがフォワーディングステートに移行する前に、すみやかに単一方向リンクをシャットダ

ウンすることができます。

UDLDアグレッシブモードをイネーブルにすると、次のようなことが発生します。

•リンクの一方にポートスタックが生じる（送受信どちらも）

•リンクの一方がダウンしているにもかかわらず、リンクのもう一方がアップしたままになる

このような場合、UDLDアグレッシブモードでは、リンクのポートの 1つがディセーブルにな
り、トラフィックが廃棄されるのを防止します。

インターフェイス速度

5596Tスイッチには、48個のベースボードポートと 3つの GEMスロットが装備されています。
最初の 32個のポートは 10GBase-Tポートであり、最後の 16個のポートは SFP+ポートです。
10GBase-Tポートは、1ギガビット、10ギガビット、または Autoの速度をサポートしています。
Autoに設定すると、リンクパーサーと自動的にネゴシエートして1ギガビットまたは10ギガビッ
トのどちらかの速度を選択します。

Cisco Discovery Protocol について
Cisco Discovery Protocol（CDP）はすべてのシスコデバイス（ルータ、ブリッジ、アクセスサー
バ、およびスイッチ）のレイヤ 2（データリンク層）で動作するデバイス検出プロトコルです。
ネットワーク管理アプリケーションはCDPを使用することにより、既知のデバイスにネイバーシ
スコデバイスを検出できます。また、下位レイヤのトランスペアレントプロトコルが稼働して

いるネイバーデバイスのデバイスタイプや、Simple Network Management Protocol（SNMP;簡易
ネットワーク管理プロトコル）エージェントアドレスを学習することもできます。この機能に

よって、アプリケーションからネイバーデバイスに SNMPクエリーを送信できます。

CDPは、Subnetwork Access Protocol（SNAP;サブネットワークアクセスプロトコル）をサポート
しているすべてのメディアで動作します。 CDPはデータリンク層でのみ動作するため、異なる
ネットワーク層プロトコルをサポートする 2つのシステムで互いの情報を学習できます。

CDPが設定された各デバイスはマルチキャストアドレスに定期的にメッセージを送信して、SNMP
メッセージを受信可能なアドレスを 1つまたは複数アドバタイズします。このアドバタイズに
は、受信側デバイスでCDP情報を廃棄せずに保持する時間を表す存続可能時間、つまりホールド
タイム情報も含まれます。各デバイスは他のデバイスから送信されたメッセージも待ち受けて、

ネイバーデバイスについて学習します。

このスイッチは、CDPバージョン 1とバージョン 2の両方をサポートします。
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CDP のデフォルト設定
次の表に、CDPのデフォルト設定を示します。

表 2： CDP のデフォルト設定

デフォルト設定機能

イネーブルCDPインターフェイスステート

60秒CDPタイマー（パケット更新頻度）

180秒CDPホールドタイム（廃棄までの時間）

イネーブルCDPバージョン 2アドバタイズ

error-disabled ステートについて
インターフェイスが（no shutdownコマンドを使用して）管理上イネーブルであるが、プロセス
によってランタイム時にディセーブルになる場合、そのインターフェイスは error-disabled
（err-disabled）ステートです。たとえば、UDLDが単一方向リンクを検出した場合、インターフェ
イスはランタイム時にシャットダウンされます。ただし、インターフェイスは管理上イネーブル

なので、インターフェイスステータスは err-disabledとして表示されます。いったん err-disabled
ステートになったインターフェイスは、手動でイネーブルにする必要があります。ただし、自動

回復までのタイムアウト値を設定することもできます。err-disabled検出はすべての原因に対して
デフォルトでイネーブルです。自動リカバリはデフォルトでは設定されていません。

インターフェイスが err-disabledステートにある場合は、エラーに関する情報を見つけるために、
errdisable detect causeコマンドを使用します。

time変数の変更によって起きる特定の err-disabledに対しては自動 error-disabledリカバリタイムア
ウトを設定できます。

errdisable recovery causeコマンドを使用すると、300秒後に自動的にリカバリします。リカバリ
期間を変更するには、errdisable recovery intervalコマンドを使用してタイムアウト期間を指定し
ます。 30～ 65535秒を指定できます。

原因に対する err-disabledリカバリをイネーブルにしない場合、インターフェイスは、shutdownお
よび no shutdownコマンドが入力されるまで err-disabledステートのままです。原因に対するリカ
バリをイネーブルにした場合、インターフェイスは err-disabledステートから抜け出し、すべての
原因がタイムアウトになったときに動作を再試行できるようになります。エラーの原因を表示す

るには、show interface status err-disabledコマンドを使用します。
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ポートプロファイルについて

さまざまなインターフェイスコマンドを含むポートプロファイルを作成し、そのポートプロファ

イルを Cisco Nexusデバイスのインターフェイス（複数可）の範囲に適用することができます。
ポートプロファイルは、次のインターフェイスタイプに適用できます。

•イーサネット

• VLANネットワークインターフェイス

•ポートチャネル

ポートプロファイルに含まれるコマンドは、ポートプロファイル外に設定できます。ポートプ

ロファイルの新規設定とポートプロファイル外にある設定が競合する場合、コンフィギュレー

ションターミナルモードのインターフェイスに設定されているコマンドがポートプロファイル

のコマンドよりもプライオリティが高くなります。ポートプロファイルがインターフェイスにア

タッチされた後でインターフェイスの設定を変更したとき、ポートプロファイルの設定とイン

ターフェイスの設定が競合する場合は、インターフェイスの設定が優先されます。

ポートプロファイルをインターフェイスまたはインターフェイスの範囲にアタッチするとポート

プロファイルが継承されます。ポートプロファイルをインターフェイスまたはインターフェイス

の範囲にアタッチするか継承すると、スイッチがそのポートプロファイルのすべてのコマンドを

インターフェイスに適用します。

1つのポートプロファイルで別のポートプロファイルから設定を継承できます。別のポートプ
ロファイルを継承すると、最初のポートプロファイルは、2番目の継承されたポートプロファイ
ルのコマンドのすべてが最初のポートプロファイルと競合しないと想定できます。 4つのレベル
の継承がサポートされています。任意の数のポートプロファイルで同じポートプロファイルを

継承できます。

ポートプロファイル設定をインターフェイスに適用するには、特定のポートプロファイルをイ

ネーブルにする必要があります。ポートプロファイルをイネーブルにする前に、インターフェイ

スの範囲に対してポートプロファイルを設定および継承できます。その後、指定したインター

フェイスに反映するために、この設定に対してポートプロファイルをイネーブルにします。

ポートプロファイルをインターフェイスの範囲から削除すると、まずスイッチはインターフェイ

スから設定を取り消して、ポートプロファイルリンク自体を削除します。また、ポートプロファ

イルを削除すると、スイッチによってインターフェイスの設定が確認され、直接入力されたイン

ターフェイスコマンドで無効にされたポートプロファイルコマンドをスキップするか、それら

のコマンドをデフォルト値に戻します。

他のポートプロファイルによって継承されたポートプロファイルを削除するには、ポートプロ

ファイルを削除する前に継承を削除する必要があります。

最初にプロファイルを適用したインターフェイスのグループの中から、ポートプロファイルを削

除するインターフェイスのサブセットを選択できます。たとえば、ポートプロファイルを設定

し、そのポートプロファイルを継承するよう 10個のインターフェイスを設定した場合、指定し
た 10個のインターフェイスの一部だけからポートプロファイルを削除できます。ポートプロ
ファイルは、適用されている残りのインターフェイスで引き続き動作します。
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インターフェイスコンフィギュレーションモードを使用して指定したインターフェイスの範囲の

特定のコンフィギュレーションを削除する場合、そのコンフィギュレーションもそのインターフェ

イスの範囲のポートプロファイルからのみ削除されます。たとえば、ポートプロファイル内に

チャネルグループがあり、インターフェイスコンフィギュレーションモードでそのポートチャ

ネルを削除する場合、指定したポートチャネルも同様にポートプロファイルから削除されます。

インターフェイスまたはインターフェイスの範囲のポートプロファイルを継承したあとに特定の

設定値を削除すると、そのポートプロファイル設定は指定のインターフェイスで動作しなくなり

ます。

ポートプロファイルを誤ったタイプのインターフェイスに適用しようとすると、スイッチからエ

ラーが返されます。

ポートプロファイルをイネーブル、継承、または変更しようとすると、スイッチはチェックポイ

ントを作成します。ポートプロファイルの設定が失敗すると、スイッチは前の設定にロールバッ

クし、エラーが返されます。ポートプロファイルは部分的にだけ適用されることはありません。

ポートプロファイルに関する注意事項および制約事項

ポートプロファイル設定時の注意事項と制限事項は次のとおりです。

•各ポートプロファイルは、インターフェイスタイプにかかわらず、ネットワーク全体で一
意の名前を持つ必要があります。

•競合が発生している場合、インターフェイスモードで入力するコマンドは、ポートプロファ
イルのコマンドに優先します。しかし、ポートプロファイルはそのコマンドをポートプロ

ファイルに保持します。

•ポートプロファイルのコマンドは、デフォルトコマンドが明示的にポートプロファイルの
コマンドを上書きしない限り、インターフェイスのデフォルトコマンドに優先します。

•ポートプロファイルをインターフェイスまたはインターフェイスの範囲に継承した後、イン
ターフェイスコンフィギュレーションレベルで新しい値を入力して、個々の設定値を上書

きできます。インターフェイスコンフィギュレーションレベルで個々の設定値を削除する

と、インターフェイスによりその値がポートプロファイルで再度使用されます。

•ポートプロファイルに関連したデフォルト設定はありません。

•指定するインターフェイスタイプにより、コマンドのサブセットがポートプロファイルコ
ンフィギュレーションモードで使用できます。

• Session Managerにポートプロファイルは使用できません。

デバウンスタイマーパラメータについて

ポートデバウンス時間は、リンクがダウンしたことをスーパーバイザに通知するためにインター

フェイスが待機する時間です。この時間、インターフェイスはリンクがアップ状態に戻ったかど

うかを確認するために待機します。待機時間は、トラフィックが停止している時間です。
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デバウンスタイマーは各インターフェイスに対してイネーブルにでき、ミリ秒単位で遅延時間を

指定できます。

ポートデバウンスタイマーをイネーブルにすると、リンクアップ検出とリンクダウン検出に

遅延が発生するため、デバウンス期間中にトラフィックが一部損失します。トラフィックが

損失することにより、一部のプロトコルのコンバージェンスおよび再コンバージェンスに影響

を及ぼす場合があります。

注意

MTU 設定について
Cisco Nexusデバイススイッチは、フレームをフラグメント化しません。その結果、スイッチは
異なる最大伝送単位（MTU）が設定された同じレイヤ 2ドメイン内の 2個のポートを持てませ
ん。物理イーサネットインターフェイスごとのMTUはサポートされません。代わりに、MTU
はQoSクラスに応じて設定されます。クラスマップとポリシーマップを設定して、MTUを変更
します。

インターフェイス設定を表示すると、物理イーサネットインターフェイスのデフォルトMTU
は 1500と表示され、ファイバチャネルインターフェイスの受信データフィールドサイズは
2112と表示されます。

（注）

イーサネットインターフェイスの設定
ここでは、次の内容について説明します。

Cisco Nexus 5500 プラットフォームスイッチのレイヤ 3 インターフェ
イスの設定

Cisco Nexusデバイスにレイヤ 3インターフェイスを設定できます。

レイヤ 3インターフェイスをレイヤ 2インターフェイスに変更するには、switchportコマンドを
使用します。レイヤ2インターフェイスをレイヤ3インターフェイスに変更するには、noswitchport
コマンドを使用します。

（注）
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

指定されたインターフェイスのコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface ethernet
slot/port

ステップ 2   

レイヤ3インターフェイスを選択します。switch(config-if)# no switchportステップ 3   

インターフェイスを再起動します。switch(config-if)# no shutdownステップ 4   

次に、レイヤ 3インターフェイスを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# no shutdown

ユニファイドポートの設定

はじめる前に

サポートされる Cisco Nexusスイッチが存在することを確認します。ユニファイドポートは、次
の Cisco Nexusスイッチで使用できます。

• Cisco Nexus 5596T

• Cisco Nexus 5548UP

• Cisco Nexus 5596UP

• Cisco N55-M16UP拡張モジュールが搭載されている Cisco Nexus 5548Pスイッチ

ユニファイドポートをファイバチャネルまたは FCoEとして設定している場合は、feature fcoeコ
マンドをイネーブルにしていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

スイッチのスロットを識別します。switch(config) # slot slot
number

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

ネイティブファイバチャネルポートとイーサネッ

トポートとしてユニファイドポートを設定します。

switch(config-slot) # port port
number type {ethernet | fc}

ステップ 3   

• type：ポートのタイプをシャーシのスロットに
設定するように指定します。

• ethernet：イーサネットポートを指定します。

• fc：ファイバチャネル（FC）ポートを指定し
ます。

拡張モジュール（GEM）上のユニファイ
ドポートを変更するには、GEMカード
の電源を再投入する必要があります。変

更を有効にするためにスイッチ全体をリ

ブートする必要はありません。

（注）

実行コンフィギュレーションをスタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

switch(config-slot) # copy
running-config startup-config

ステップ 4   

スイッチをリブートします。switch(config-slot) # reloadステップ 5   

ユニファイドポートを削除します。switch(config) # no port port
number type fc

ステップ 6   

次に、Cisco Nexus 5548UPスイッチまたは Cisco Nexus 5596UPスイッチでユニファイドポートを
設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# slot 1
switch(config-slot)# port 32 type fc
switch(config-slot)# copy running-config startup-config
switch(config-slot)# reload

次に、20個のポートをイーサネットポートとして、12個のポートを FCポートとして設定する例
を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# slot 1
switch(config-slot)# port 21-32 type fc
switch(config-slot)# copy running-config startup-config
switch(config-slot)# reload

次に、Cisco N55-M16UP拡張モジュールでユニファイドポートを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# slot 2
switch(config-slot)# port 16 type fc
switch(config-slot)# copy running-config startup-config
switch(config-slot)# poweroff module 2
switch(config-slot)# no poweroff module 2
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UDLD モードの設定
Unidirectional Link Detection（UDLD;単一方向リンク検出）を実行するように設定されているデバ
イス上のイーサネットインターフェイスには、ノーマルモードまたはアグレッシブモードの

UDLDを設定できます。インターフェイスの UDLDモードをイネーブルにするには、そのイン
ターフェイスを含むデバイス上でUDLDを事前にイネーブルにしておく必要があります。UDLD
は他方のリンク先のインターフェイスおよびそのデバイスでもイネーブルになっている必要があ

ります。

ノーマルUDLDモードを使用するには、ポートの 1つをノーマルモードに設定し、他方のポート
をノーマルモードまたはアグレッシブモードに設定する必要があります。アグレッシブ UDLD
モードを使用するには、両方のポートをアグレッシブモードに設定する必要があります。

設定前に、リンクされている他方のポートとそのデバイスの UDLDをイネーブルにしておか
なければなりません。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

デバイスの UDLDをイネーブルにします。switch(config)# feature udldステップ 2   

デバイスのUDLDをディセーブルにします。switch(config)# no feature udldステップ 3   

デバイスのUDLDステータスを表示します。switch(config)# show udld globalステップ 4   

設定するインターフェイスを指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch(config)# interface type
slot/port

ステップ 5   

ノーマル UDLDモードをイネーブルにする
か、UDLDをディセーブルにするか、または

switch(config-if)# udld {enable |
disable | aggressive}

ステップ 6   

アグレッシブUDLDモードをイネーブルにし
ます。

インターフェイスのUDLDステータスを表示
します。

switch(config-if)# show udld
interface

ステップ 7   

次の例は、スイッチの UDLDをイネーブルにする方法を示しています。

switch# configure terminal
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switch(config)# feature udld

次の例は、イーサネットポートのノーマル UDLDモードをイネーブルにする方法を示していま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# udld enable

次の例は、イーサネットポートのアグレッシブUDLDモードをイネーブルにする方法を示してい
ます。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# udld aggressive

次の例は、イーサネットポートの UDLDをディセーブルにする例を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# udld disable

次の例は、スイッチの UDLDをディセーブルにする方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# no feature udld

インターフェイスの速度の設定

Cisco Nexus 5596Tスイッチの最初の 32個のポートは、スイッチ可能な 1ギガビットポートと 10
ギガビットポートです。これらのポートはまた、1ギガビットまたは 10ギガビットに自動ネゴ
シエーションするようにも設定できます。最後のポート 33～ 48は SFP+ポートであり、自動ネ
ゴシエーションをサポートしていません。

インターフェイスとトランシーバの速度が一致しない場合、show interface ethernet slot/portコ
マンドを入力すると、SFP検証失敗メッセージが表示されます。たとえば、speed 1000コマン
ドを設定しないで1ギガビットSFPトランシーバをポートに挿入すると、このエラーが発生し
ます。デフォルトでは、すべてのポートが 10ギガビットです。

（注）

手順

目的コマンドまたはアク

ション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure
terminal

ステップ 1   

特定のインターフェイスのインターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。このインターフェイス

switch(config)# interface
type slot/port

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアク

ション

に、1ギガビットイーサネット SFPトランシーバが挿入さ
れている必要があります。

物理イーサネットインターフェイスの速度を設定します。switch(config-if)# speed
speed

ステップ 3   

Cisco Nexus 5500シリーズスイッチの場合は、speed引数を
次のいずれかに設定できます。

• 1000：1 Gbps

• 10000：10Gbps

• auto

100 Mbpsは、Cisco Nexus 5596スイッチまたは
CU-96 GEMカードでサポートされる速度ではあ
りません。

Cisco Nexus 5596Tスイッチの場合、ベースボー
ドポートは 1 Gbpsと 10 Gbpsをサポートしてい
ます。 10GBase-Tポートでは、autoも選択できま
す。

（注）

次に、1ギガビットイーサネットポートを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# speed 1000

リンクネゴシエーションのディセーブル化

リンクネゴシエーションをディセーブルにするには、no negotiate autoコマンドを使用します。
デフォルトでは、自動ネゴシエーションは 1ギガビットポートでイネーブルであり、10ギガビッ
トポートでディセーブルです。

このコマンドは、Cisco IOSの speed non-negotiateコマンドに相当します。

自動ネゴシエーションの設定は、10ギガビットポートに適用されません。自動ネゴシエー
ションを 10ギガビットポートに設定すると、次のエラーメッセージが表示されます。
ERROR: Ethernet1/40: Configuration does not match the port capability

（注）
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスを選択し、インターフェイスモー

ドを開始します。

switch(config)# interface
ethernet slot/port

ステップ 2   

選択したイーサネットインターフェイス（1ギガビッ
トポート）のリンクネゴシエーションをディセーブ

ルにします。

switch(config-if)# no
negotiate auto

ステップ 3   

（任意）

選択したイーサネットインターフェイスのリンクネ

ゴシエーションをイネーブルにします。 1ギガビッ
トポートに対するデフォルトはイネーブルです。

switch(config-if)# negotiate
auto

ステップ 4   

このコマンドは、10GBase-Tポートには適
用できません。このコマンドを 10GBase-T
ポートでは使用しないでください。

（注）

次に、指定したイーサネットインターフェイス（1ギガビットポート）で自動ネゴシエーション
をディセーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# no negotiate auto
switch(config-if)#

次に、指定したイーサネットインターフェイス（1ギガビットポート）で自動ネゴシエーション
をイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/5
switch(config-if)# negotiate auto
switch(config-if)#

CDP の特性の設定
Cisco Discovery Protocol（CDP）更新の頻度、廃棄するまで情報を保持する期間、およびバージョ
ン 2アドバタイズメントを送信するかどうかを設定できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

（任意）

使用するバージョンを設定して、CDPアドバタイズメ
ントを送信します。バージョン2がデフォルトステー
トです。

switch(config)# [no] cdp
advertise {v1 | v2 }

ステップ 2   

デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

（任意）

CDPデバイス IDの形式を設定します。デフォルトは
システム名です。完全修飾ドメイン名で表すことがで

きます。

switch(config)# [no] cdp
format device-id
{mac-address |
serial-number |
system-name}

ステップ 3   

デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

（任意）

受信デバイスがユーザのデバイスから送信された情報

を破棄せずに保持する時間を指定します。指定できる

範囲は 10～ 255秒です。デフォルトは 180秒です。

switch(config)# [no] cdp
holdtime seconds

ステップ 4   

デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

（任意）

CDPアップデートの送信頻度を秒単位で設定します。
指定できる範囲は 5～ 254です。デフォルトは 60秒で
す。

switch(config)# [no] cdp
timer seconds

ステップ 5   

デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

次の例は、CDP特性を設定する方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# cdp timer 50
switch(config)# cdp holdtime 120
switch(config)# cdp advertise v2
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CDP のイネーブル化/ディセーブル化
CDPをイーサネットインターフェイスに対してイネーブルにしたり、ディセーブルにしたりでき
ます。このプロトコルは、同一リンクの両方のインターフェイスでイネーブルになっている場合

にだけ機能します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

特定のインターフェイスのインターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface type
slot/port

ステップ 2   

インターフェイスに対してCDPをイネーブルにし
ます。

switch(config-if)# cdp enableステップ 3   

正常に機能するには、このパラメータが同一リン

ク上の両方のインターフェイスでイネーブルになっ

ている必要があります。

インターフェイスに対してCDPをディセーブルに
します。

switch(config-if)# no cdp
enable

ステップ 4   

次に、イーサネットポートに対して CDPをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# cdp enable

このコマンドは、物理的なイーサネットインターフェイスにしか適用できません。

error-disabled 検出のイネーブル化
アプリケーションでの error-disable（err-disabled）検出をイネーブルにできます。その結果、原因
がインターフェイスで検出された場合、インターフェイスは err-disabledステート（リンクダウン
ステートに類似した動作ステート）となります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスを err-disabledステートにする条
件を指定します。デフォルトはイネーブルです。

switch(config)# errdisable
detect cause {all | link-flap |
loopback}

ステップ 2   

インターフェイスを管理的にダウンさせます。イ

ンターフェイスを err-disabledステートから手動で
switch(config)# shutdownステップ 3   

回復させるには、最初にこのコマンドを入力しま

す。

インターフェイスを管理的にアップし、err-disabled
ステートからインターフェイスを手動で回復でき

るようにします。

switch(config)# no shutdownステップ 4   

err-disabledインターフェイスに関する情報を表示
します。

switch(config)# show interface
status err-disabled

ステップ 5   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレー

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

ションにコピーして、変更を永続的に保存しま

す。

次の例では、すべての場合で err-disabled検出をイネーブルにする方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# errdisable detect cause all
switch(config)# shutdown
switch(config)# no shutdown
switch(config)# show interface status err-disabled
switch(config)# copy running-config startup-config

error-disabled リカバリのイネーブル化
アプリケーションを指定してインターフェイスを error-disabled（err-disabled）ステートから抜け出
させ、稼働を再試行できます。回復タイマーを設定しない限り、300秒後にリトライします
（errdisable recovery intervalコマンドを参照）。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスが err-disabledステートから自
動的に回復する条件を指定し、デバイスはイン

switch(config)# errdisable recovery
cause {all | udld | bpduguard |
link-flap | failed-port-state |
pause-rate-limit}

ステップ 2   

ターフェイスのアップを再試行します。デバイ

スは300秒待機してからリトライします。デフォ
ルトはディセーブルです。

err-disabledインターフェイスに関する情報を表
示します。

switch(config)# show interface
status err-disabled

ステップ 3   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレー

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 4   

ションにコピーして、変更を永続的に保存しま

す。

次に、すべての条件下で err-disabledリカバリをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# errdisable recovery cause all
switch(config)# show interface status err-disabled
switch(config)# copy running-config startup-config

error-disabled リカバリ間隔の設定
err-disabledリカバリ時間値を設定するには、この手順を使用します。有効な範囲は 30～ 65535
秒です。デフォルト値は 300秒です。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスが err-disabledステートから回復
する間隔を指定します。有効な範囲は30～65535
秒です。デフォルト値は 300秒です。

errdisable recovery interval
interval

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

err-disabledインターフェイスに関する情報を表示
します。

show interface status
err-disabled

ステップ 3   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレー

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 4   

ションにコピーして、変更を永続的に保存しま

す。

次に、すべての条件下で err-disabledリカバリをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# errdisable recovery interval 32
switch(config)# show interface status err-disabled
switch(config)# copy running-config startup-config

ポートプロファイル

ポートプロファイルの作成

スイッチにポートプロファイルを作成できます。各ポートプロファイルは、インターフェイス

タイプにかかわらず、ネットワーク全体で一意の名前を持つ必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

指定されたタイプのインターフェイスの

ポートプロファイルを作成して命名し、

port-profile [type {ethernet |
interface-vlan | port channel}] name

例：
switch(config)# port-profile type
ethernet test
switch(config-port-prof)#

ステップ 2   

ポートプロファイルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

ポートプロファイルコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

exit

例：
switch(config-port-prof)# exit
switch(config)#

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

ポートプロファイルの設定を表示します。

show port-profile

例：
switch(config)# show port-profile
name

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピー

します。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、イーサネットインターフェイスの testという名前のポートプロファイルを作成する例を示
します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile type ethernet test
switch(config-port-prof)#

次に、イーサネットインターフェイスに設定された ppEthという名前のポートプロファイルにイ
ンターフェイスコマンドを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile ppEth
switch(config-port-prof)# switchport mode trunk
switch(config-port-prof)# switchport trunk allowed vlan 300-400
switch(config-port-prof)# flowcontrol receive on
switch(config-port-prof)# speed 10000
switch(config-port-prof)#

ポートプロファイルの変更

ポートプロファイルコンフィギュレーションモードでポートプロファイルを変更できます。

このコマンドの no形式を使用して、ポートプロファイルからコマンドを削除できます。ポート
プロファイルからコマンドを削除すると、対応するコマンドは、ポートプロファイルにアタッチ

されているインターフェイスから削除されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定されたポートプロファイルのポート

プロファイルコンフィギュレーションモー

port-profile [type {ethernet |
interface-vlan | port channel}] name

例：
switch(config)# port-profile type
ethernet test
switch(config-port-prof)#

ステップ 2   

ドを開始し、プロファイルの設定を追加ま

たは削除します。

ポートプロファイルコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

exit

例：
switch(config-port-prof)# exit
switch(config)#

ステップ 3   

（任意）

ポートプロファイルの設定を表示します。

show port-profile

例：
switch(config)# show port-profile
name

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピー

します。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、イーサネットインターフェイスに設定された ppEthという名前のポートプロファイルから
コマンドを削除する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile ppEth
switch(config-port-prof)# switchport mode trunk
switch(config-port-prof)# switchport trunk allowed vlan 300-400
switch(config-port-prof)# flowcontrol receive on
switch(config-port-prof)# no speed 10000
switch(config-port-prof)#

特定のポートプロファイルのイネーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定されたポートプロファイルに対し

て、ポートプロファイルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

port-profile [type {ethernet | interface-vlan
| port channel}] name

例：
switch(config)# port-profile type
ethernet test

ステップ 2   

switch(config-port-prof)# no shutdown
switch(config-port-prof)#

ポートプロファイルをイネーブルにし

ます。

state enabled name

例：
switch(config-port-prof)# state
enabled
switch(config-port-prof)#

ステップ 3   

ポートプロファイルコンフィギュレー

ションモードを終了します。

exit

例：
switch(config-port-prof)# exit
switch(config)#

ステップ 4   

（任意）

ポートプロファイルの設定を表示しま

す。

show port-profile

例：
switch(config)# show port-profile name

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコ

ピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次に、ポートプロファイルコンフィギュレーションモードを開始し、ポートプロファイルをイ

ネーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile type ethernet test
switch(config-port-prof)# state enabled
switch(config-port-prof)#

ポートプロファイルの継承

ポートプロファイルを既存のポートプロファイルに継承できます。スイッチは 4つのレベルの
継承をサポートしています。
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

指定したポートプロファイルのポートプロ

ファイルコンフィギュレーションモードを

開始します。

port-profile name

例：
switch(config)# port-profile test
switch(config-port-prof)#

ステップ 2   

別のポートプロファイルを既存のポートプ

ロファイルに継承します。元のポートプロ

inherit port-profile name

例：
switch(config-port-prof)# inherit
port-profile adam
switch(config-port-prof)#

ステップ 3   

ファイルは、継承されたポートプロファイ

ルのすべての設定を想定します。

ポートプロファイルコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

exit

例：
switch(config-port-prof)# exit
switch(config)#

ステップ 4   

（任意）

ポートプロファイルの設定を表示します。

show port-profile

例：
switch(config)# show port-profile
name

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーし

ます。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

次の例では、adamという名前のポートプロファイルを testという名前のポートプロファイルに
継承する方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile test
switch(config-ppm)# inherit port-profile adam
switch(config-ppm)#

次に、イーサネットインターフェイスに設定された ppEthという名前のポートプロファイルにイ
ンターフェイスコマンドを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile ppEth
switch(config-port-prof)# switchport mode trunk
switch(config-port-prof)# switchport trunk allowed vlan 300-400
switch(config-port-prof)# flowcontrol receive on
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switch(config-port-prof)# speed 10000
switch(config-port-prof)#

次に、testという名前の既存のポートプロファイルにイーサネットインターフェイスに設定され
た ppEthという名前のポートプロファイルを継承する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# port-profile test
switch(config-port-prof)# inherit port-profile ppEth
switch(config-port-prof)#

次に、ppEthという名前のイーサネットインターフェイスに設定されたポートプロファイルをイー
サネットインターフェイスの範囲に割り当てる例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2-5
switch(config-if)# inherit port-profile ppEth
switch(config-if)#

次の例では、ppEthという名前の継承されたポートプロファイルを testという名前の既存のポー
トプロファイルから削除する方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile test
switch(config-port-prof)# no inherit port-profile ppEth
switch(config-port-prof)#

継承されたポートプロファイルの削除

継承されたポートプロファイルを削除できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

指定したポートプロファイルのポートプ

ロファイルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

port-profile name

例：
switch(config)# port-profile test
switch(config-port-prof)#

ステップ 2   

このポートプロファイルから継承された

ポートプロファイルを削除します。

no inherit port-profile name

例：
switch(config-port-prof)# no
inherit port-profile adam
switch(config-port-prof)#

ステップ 3   

ポートプロファイルコンフィギュレー

ションモードを終了します。

exit

例：
switch(config-port-prof)# exit
switch(config)#

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

ポートプロファイルの設定を表示しま

す。

show port-profile

例：
switch(config)# show port-profile
name

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコ

ピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次の例では、adamという名前の継承されたポートプロファイルを testという名前のポートプロ
ファイルから削除する方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# port-profile test
switch(config-ppm)# no inherit port-profile adam
switch(config-ppm)#

一定範囲のインターフェイスへのポートプロファイルの割り当て

インターフェイスまたはインターフェイスの範囲にポートプロファイルを割り当てることができ

ます。すべてのインターフェイスが同じタイプである必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスの範囲を選択します。interface [ethernet slot/port |
interface-vlan vlan-id |
port-channel number]

ステップ 2   

選択したインターフェイスに指定されたポート

プロファイルを割り当てます。

inherit port-profile nameステップ 3   

ポートプロファイルコンフィギュレーション

モードを終了します。

exitステップ 4   

（任意）

ポートプロファイルの設定を表示します。

show port-profile nameステップ 5   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィ

ギュレーションをスタートアップコンフィギュ

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

レーションにコピーして、変更を永続的に保存

します。

次に、イーサネットインターフェイス 2/3～ 2/5、3/2、および 1/20～ 1/25に adamという名前の
ポートプロファイルを割り当てる例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/3 to 2/5, 3/2, and 1/20 to 1/25
switch(config-if)# inherit port-profile adam
switch(config-if)# exit
switch(config)# show port-profile adam
switch(config)# copy running-config startup-config

一定範囲のインターフェイスからのポートプロファイルの削除

プロファイルを適用した一部またはすべてのインターフェイスから、ポートプロファイルを削除

できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

インターフェイスの範囲を選択します。interface [ethernet slot/port |
interface-vlan vlan-id |
port-channel number]

ステップ 2   

選択されたインターフェイスから指定された

ポートプロファイルを削除します。

no inherit port-profile nameステップ 3   

ポートプロファイルコンフィギュレーション

モードを終了します。

exitステップ 4   

（任意）

ポートプロファイルの設定を表示します。

show port-profileステップ 5   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィ

ギュレーションをスタートアップコンフィギュ

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

レーションにコピーして、変更を永続的に保存

します。
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tosがイーサネットインターフェイス 1/3-5から adamという名前のポートプロファイルを削除す
る例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/3-5
switch(config-if)# no inherit port-profile adam
switch(config-if)# exit
switch(config)# show port-profile
switch(config)# copy running-config startup-config

ポートプロファイルの設定例

次に、ポートプロファイルを設定し、イーサネットインターフェイスのポートプロファイルを

継承して、ポートプロファイルをイネーブルにする例を示します。

switch(config)#
switch(config)# show running-config interface Ethernet1/14

!Command: show running-config interface Ethernet1/14
!Time: Thu Aug 26 07:01:32 2010

version 5.0(2)N1(1)

interface Ethernet1/14

switch(config)# port-profile type ethernet alpha
switch(config-port-prof)# switchport mode trunk
switch(config-port-prof)# switchport trunk allowed vlan 10-15
switch(config-port-prof)#
switch(config-port-prof)# show running-config port-profile alpha

!Command: show running-config port-profile alpha
!Time: Thu Aug 26 07:02:29 2010

version 5.0(2)N1(1)
port-profile type ethernet alpha
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 10-15

switch(config-port-prof)# int eth 1/14
switch(config-if)# inherit port-profile alpha
switch(config-if)#
switch(config-if)# port-profile type ethernet alpha
switch(config-port-prof)# state enabled
switch(config-port-prof)#
switch(config-port-prof)# sh running-config interface ethernet 1/14

!Command: show running-config interface Ethernet1/14
!Time: Thu Aug 26 07:03:17 2010

version 5.0(2)N1(1)

interface Ethernet1/14
inherit port-profile alpha

switch(config-port-prof)# sh running-config interface ethernet 1/14 expand-port-profile

!Command: show running-config interface Ethernet1/14 expand-port-profile
!Time: Thu Aug 26 07:03:21 2010

version 5.0(2)N1(1)

interface Ethernet1/14
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 10-15

switch(config-port-prof)#
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デバウンスタイマーの設定

イーサネットのデバウンスタイマーは、デバウンス時間（ミリ秒単位）を指定することによりイ

ネーブル化でき、デバウンス時間に 0を指定することによりディセーブル化できます。

show interface debounceコマンドを使用すれば、すべてのイーサネットポートのデバウンス時間
を表示できます。

デバウンスタイマーをイネーブル/ディセーブルにする手順は、次のとおりです。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

特定のインターフェイスのインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface type
slot/port

ステップ 2   

指定した時間（1～ 5,000ミリ秒）でデバウンス
タイマーをイネーブルにします。

switch(config-if)# link debounce
time milliseconds

ステップ 3   

0ミリ秒を指定すると、デバウンスタイマーは
ディセーブルになります。

次の例は、イーサネットインターフェイスでデバウンスタイマーをイネーブルにして、デバウン

ス時間を 1000ミリ秒に設定する方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# link debounce time 1000

次の例は、イーサネットインターフェイスでデバウンスタイマーをディセーブルにする方法を示

しています。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# link debounce time 0

説明パラメータの設定

イーサネットポートのインターフェイスに関する説明を入力することができます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

特定のインターフェイスのインターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch(config)# interface type
slot/port

ステップ 2   

インターフェイスの説明を指定します。switch(config-if)# description testステップ 3   

次に、インターフェイスの説明を Server 3 Interfaceに設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/3
switch(config-if)# description Server 3 Interface

イーサネットインターフェイスのディセーブル化と再起動

イーサネットインターフェイスは、シャットダウンして再起動することができます。この操作に

より、すべてのインターフェイス機能がディセーブル化され、すべてのモニタリング画面でイン

ターフェイスがダウンしているものとしてマークされます。この情報は、すべてのダイナミック

ルーティングプロトコルを通じて、他のネットワークサーバに伝達されます。シャットダウン

されたインターフェイスは、どのルーティングアップデートにも含まれません。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

特定のインターフェイスのインターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch(config)# interface type
slot/port

ステップ 2   

インターフェイスをディセーブルにします。switch(config-if)# shutdownステップ 3   

インターフェイスを再起動します。switch(config-if)# no shutdownステップ 4   

次に、イーサネットポートをディセーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# shutdown
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次に、イーサネットインターフェイスを再起動する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# no shutdown

インターフェイス情報の表示
定義済みインターフェイスに関する設定情報を表示するには、次のうちいずれかの手順を実行し

ます。

目的コマンド

指定したインターフェイスの詳細設定が表示さ

れます。

これが 10Gブレークアウトポートの
場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

switch# show interface type slot/port

指定したインターフェイスの機能に関する詳細

情報が表示されます。このオプションは、物理

インターフェイスにしか使用できません。

これが 10Gブレークアウトポートの
場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

switch# show interface type slot/port capabilities

指定したインターフェイスに接続されているト

ランシーバに関する詳細情報が表示されます。

このオプションは、物理インターフェイスにし

か使用できません。

これが 10Gブレークアウトポートの
場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

switch# show interface type slot/port transceiver

すべてのインターフェイスのステータスが表示

されます。

switch# show interface brief

すべてのインターフェイスのデバウンスステー

タスが表示されます。

switch# show interface debounce

すべてのインターフェイスでフロー制御設定の

詳細なリストを表示します。

switch# show interface flowcontrol

ポートプロファイルに関する情報を表示しま

す。

show port--profile
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show interfaceコマンドは、EXECモードから呼び出され、インターフェイスの設定を表示しま
す。引数を入力せずにこのコマンドを実行すると、スイッチ内に設定されたすべてのインター

フェイスの情報が表示されます。

次に、物理イーサネットインターフェイスを表示する例を示します。

switch# show interface ethernet 1/1
Ethernet1/1 is up
Hardware is 1000/10000 Ethernet, address is 000d.eca3.5f08 (bia 000d.eca3.5f08)
MTU 1500 bytes, BW 10000000 Kbit, DLY 10 usec,

reliability 255/255, txload 190/255, rxload 192/255
Encapsulation ARPA
Port mode is trunk
full-duplex, 10 Gb/s, media type is 1/10g
Input flow-control is off, output flow-control is off
Auto-mdix is turned on
Rate mode is dedicated
Switchport monitor is off
Last clearing of "show interface" counters never
5 minute input rate 942201806 bytes/sec, 14721892 packets/sec
5 minute output rate 935840313 bytes/sec, 14622492 packets/sec
Rx
129141483840 input packets 0 unicast packets 129141483847 multicast packets
0 broadcast packets 0 jumbo packets 0 storm suppression packets
8265054965824 bytes
0 No buffer 0 runt 0 Overrun
0 crc 0 Ignored 0 Bad etype drop
0 Bad proto drop

Tx
119038487241 output packets 119038487245 multicast packets
0 broadcast packets 0 jumbo packets
7618463256471 bytes
0 output CRC 0 ecc
0 underrun 0 if down drop 0 output error 0 collision 0 deferred
0 late collision 0 lost carrier 0 no carrier
0 babble
0 Rx pause 8031547972 Tx pause 0 reset

次に、物理イーサネットの機能を表示する例を示します。

switch# show interface ethernet 1/1 capabilities
Ethernet1/1
Model: 734510033
Type: 10Gbase-(unknown)
Speed: 1000,10000
Duplex: full
Trunk encap. type: 802.1Q
Channel: yes
Broadcast suppression: percentage(0-100)
Flowcontrol: rx-(off/on),tx-(off/on)
Rate mode: none
QOS scheduling: rx-(6q1t),tx-(1p6q0t)
CoS rewrite: no
ToS rewrite: no
SPAN: yes
UDLD: yes
Link Debounce: yes
Link Debounce Time: yes
MDIX: no
FEX Fabric: yes

次に、物理イーサネットトランシーバを表示する例を示します。

switch# show interface ethernet 1/1 transceiver
Ethernet1/1

sfp is present
name is CISCO-EXCELIGHT
part number is SPP5101SR-C1
revision is A
serial number is ECL120901AV
nominal bitrate is 10300 MBits/sec
Link length supported for 50/125mm fiber is 82 m(s)
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Link length supported for 62.5/125mm fiber is 26 m(s)
cisco id is --
cisco extended id number is 4

次に、インターフェイスステータスの要約を表示する例を示します（簡潔にするため、一部の出

力が削除されています）。

switch# show interface brief

--------------------------------------------------------------------------------
Ethernet VLAN Type Mode Status Reason Speed Port
Interface Ch #
--------------------------------------------------------------------------------
Eth1/1 200 eth trunk up none 10G(D) --
Eth1/2 1 eth trunk up none 10G(D) --
Eth1/3 300 eth access down SFP not inserted 10G(D) --
Eth1/4 300 eth access down SFP not inserted 10G(D) --
Eth1/5 300 eth access down Link not connected 1000(D) --
Eth1/6 20 eth access down Link not connected 10G(D) --
Eth1/7 300 eth access down SFP not inserted 10G(D) --
...

次に、リンクのデバウンスステータスを表示する例を示します（簡潔にするため、一部の出力が

削除されています）。

switch# show interface debounce

--------------------------------------------------------------------------------
Port Debounce time Value(ms)
--------------------------------------------------------------------------------
...
Eth1/1 enable 100
Eth1/2 enable 100
Eth1/3 enable 100
...

次に、CDPネイバーを表示する例を示します。

上の例にあるように、CDPアドバタイズメントのためのデフォルトのデバイス IDフィールド
はホスト名とシリアル番号です。

（注）

switch# show cdp neighbors
Capability Codes: R - Router, T - Trans-Bridge, B - Source-Route-Bridge

S - Switch, H - Host, I - IGMP, r - Repeater,
V - VoIP-Phone, D - Remotely-Managed-Device,
s - Supports-STP-Dispute

Device ID Local Intrfce Hldtme Capability Platform Port ID
d13-dist-1 mgmt0 148 S I WS-C2960-24TC Fas0/9
n5k(FLC12080012) Eth1/5 8 S I s N5K-C5020P-BA Eth1/5

物理イーサネットのデフォルト設定
次の表に、すべての物理イーサネットインターフェイスのデフォルト設定を示します。

デフォルト設定パラメータ

イネーブル、100ミリ秒デバウンス

オート（全二重）デュプレックス

ARPAカプセル化
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デフォルト設定パラメータ

1500バイトMTU1

アクセスポートモード

オート（10000）速度

1 MTUを物理イーサネットインターフェイスごとに変更することはできません。MTUの変更は、QoSクラスのマップを選択することにより
行います。
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